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かんたん見どころ解説



アンケート実施中
ご意見・ご感想をお聞かせください。

　漆で塗らず、白木のままの刀の鞘のこと。「休め鞘」とも言われ、拵(装飾品のついた鞘)の損傷を防ぐために

刀を入れて保管する「パジャマ」のような存在である。材料には、油脂が少ない・変形しにくい・適度に柔らかい

・吸放湿のバランスが良いなどの特性を持つ「朴の木」が用いられる。また、柄(手に持つ部分)と鞘(刀身が収ま

る部分)はそれぞれ表裏２つのパーツを続飯(お米をつぶした糊)で接着しており、鞘の内部に問題が起きた場

合にすぐに割って修理出来るようになっている。
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●刀にあわせた自然な曲線になっているか。

●柄と鞘の繋ぎ目、表裏の繋ぎ目がピッタリ合わさっているか。

●使われている木材の色や質感、木目の様子など。

目釘孔

柄 鞘

白鞘 しらさや イラスト：安田菜緒　※イラストの無断転載・使用は禁止です。

塵落とし

落ちた塵や油がここに溜まることで

刀身に触れないようにするための構造。
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